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事務所／〒484-0061犬山市大字前原字橋爪山 1-4 犬山カンツリー倶楽部内 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0061犬山市大字前原字橋爪山 1-4 犬山カンツリー倶楽部 

電 話／0568-61.2281 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会 長 ：原   正  男 

■幹 事 ：安 田 一 生 
■公共ｲﾒｰｼﾞ向上副委員長 
 ：関 矢 正 己 

 

第２９１０回  例  会 （ Ｒ５． ３． １８ 土 雨/曇り ☂☁ ） 

【  東 尾 張 分 区 Ｉ .Ｍ .  於：名鉄小牧ホテル 】  

インターシティ  ミーティング  

9：30 登録受付 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

10：00～11：00 

◆ 式 典 

点鐘 

斉唱 国歌「君が代」 「奉仕の理想」 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

開会のことば  

深見 早惠 IM 実行委員長 

 

 本日の 2022-23 年度国際ロータリー第 2760 地区東

尾張分区インターシティ・ミーティングに、岩月雅章

地区幹事様、加藤陽一パストガバナー、伊藤靖祐パス

トガバナーをはじめ、特別出席者の皆様、分区内クラ

ブの多数のロータリアンの皆様のご出席を賜り、厚く

御礼申し上げます。 

 本日の IM のテーマは、「これからのロータリークラ

ブを考える」、フォーラムテーマは「今一度ロータリー

を見つめなおしてみませんか」というものとし、また、

フォーラムのパネラーとして各クラブの皆様には、事

前に 4 回に分けてお集まりいただき、「ロータリーの魅

力とは」「ロータリーに何を期待するか」「ロータリー

ここがおかしい」そして、「ロータリー変わってはいけ

ないもの」という 4 つのテーマでディスカッションを

いただきました。そしてその様子は映像に残し、午後

からのフォーラムにて披露させていただく予定です。 

 これらのテーマは、私共が 2011-12 年度に IM のホ

ストをさせていただいた際のそれぞれフォーラムテー

マ、パネラーテーマと重ねたものであり、これにより、

2 回の IM で得たもの、得られるものを現実化すること

を企図いたしました。 

 皆様ご承知のとおり、当クラブは会員数 8 名、事務

局 1 名という非常に小さなクラブです。この中で、武

藤ガバナー補佐がその役割を全うし、そして、本日の

IM 開催にまで辿り着けましたのは、クラブの諸先輩方

の真摯なご活動による礎があってのことですし、何よ

りも、分区内全クラブの皆様、地区の皆様、事務局の

皆様、その他多くの方々の支えがあったからこそです。

皆様のお力添えがなければ到底実現不可能なものであ

ったと、まさしくロータリーの友情と寛容の精神を実

感しているところです。 

 また、本日の IM 開催に先立ちまして、各クラブの

皆様には、フォーラムパネラーとして映像制作のご協

力をはじめ、懇親会のお品のご提供など、手前勝手な

様々なお願いをさせていただきました。 

改めまして、お詫び申し上げますと共に、心からの

御礼を申し上げまして、開会のことばといたします。 

 本日は、どうぞ宜しくお願いいたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

歓迎のことば  

浅野 勝美 ホストクラブ会長 

 

皆様こんにちは。当年度の IM は、岩倉クラブがホ

ストを務めさせて頂くことになりました。本日ここに、

特別出席者の皆様、東尾張分区各クラブの皆様をお迎

えし開催する運びとなりました。ようこそお越し下さ

いました。ご出席賜り誠に有り難う御座います。 
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当クラブ会員は、現在 8 名です。こうした大きなイ

ベントを催すにあたり、おのずと負担が大きくなる中、

武藤ガバナー補佐、深見実行委員長を中心に全員が良

くまとまり、この日を迎えることが出来ました。 

さて、本日の全体テーマは「これからのロータリー

クラブを考える」と「今一度ロータリーを見つめなお

してみませんか」です。基調講演は「若い世代から見

たこれからの生き方」です。 

現在私達は、コロナ禍の下で今迄経験した事の無い

変化の中で生きています。また、他国と直に国境を接

しない我々日本人には、にわかに理解し難い部分も有

りますが、隣国を武力で侵略する報道も日夜目にする

ところです。私達の常識が当たり前でなくなる程に変

貌しつつあるこの社会で、ロータリー、ロータリアン

だけは旧態依然のままでも通用する、とする思いは成

り立ちません。変化が求められる中、本日の IM が皆

様方のクラブ、我々のロータリーに、ヒントとなる兆

しが一つでも見出せれば、岩倉クラブ会員一同が光栄

の至りとするところです。 

この後、懇親会、アトラクションも用意しておりま

す。どうぞお楽しみ下さい。有り難うございました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

来賓・特別出席者紹介並びに参加クラブ紹介 

 深石 公彦 ホストクラブ幹事 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

東尾張分区ガバナー補佐挨拶  

武藤 栄司 ガバナー補佐 

 

みなさんおはようございます、ようこそいらっしゃ

いました。本日は 12 クラブ 415 名の会員登録を頂い

ております。また岩月地区幹事をはじめ地区スタッフ

の方々、特別出席者の方々、米山奨学生、各クラブ事

務局の方々、そして東尾張分区のみなさんに出席いた

だいております。ご理解ご協力いただき誠にありがと

うございます。また各クラブから多大なるご提供品も

いただき改めてお礼申しあげます。 

今回の IMは岩倉クラブが少人数であることもあり、

各クラブからパネラーの選出をお願いし、4 つのテー

マに別れていただき、わざわざ岩倉までお越しいただ

いて、事前にグループディスカッションを行なわせて

いただきました。その様子をフォーラムにおいて皆さ

んにご覧になって頂きます。「一緒にロータリーをみつ

めなおし、これからのロータリーを考える」機会とな

ればと願っております。 

アトラクションの演奏者も、公演の講師もあえて若

い方にお願いしております。アットホームである東尾

張分区をさらに結束させ各クラブの活性化に向けて、

ロータリアン同士が所属クラブの枠を超えて互いに奉

仕理念を高め合い、親睦をはかる為、深見実行委員長

のもとインターミーティングを開催いたします。設営

につきましては、行き届かない点が多々あると存じま

す、どうか寛容の精神でお許し願えればと思います。 

本日はどうぞよろしくお願い致します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ガバナー挨拶  

R.I.第 2760 地区 篭橋 美久 ガバナー 

(代読；岩月 雅章 地区幹事) 

2022-23 年度国際ロータリー第 2760 地区において

武藤栄司ガバナー補佐の的確なご指導の下、ここに東

尾張分区の IM が開催されますことを心よりお祝い申

し上げます。 

この IM は東尾張分区の会員の皆様の日頃の活動を

広く知って頂くだけでなく、これからの活動の方針を

確認し、相互に親睦を図って頂くことを目的として開

催されるものです。 

今年度 RI 会長が掲げたテーマである「IMAGINE 

ROTARY」と、今年度の地区方針「未来を描こう 笑

顔でつなごう」の下、会員の皆様には将来のクラブの

姿を思い描きながら、それぞれご助力頂いていること

かと思います。改めて深く感謝申し上げます。 

さて、武藤栄司ガバナー補佐が掲げられた、「これ

からのロータリーを考える」という IM テーマは、当

分区全会員にて企画された大会とお聞きしております。

特に、会員参加型の企画は本年度の地区方針に合致し

ており、当分区の発展を大いに予感させるものであり

ます。この IM テーマにはわくわく感があり、皆さん

が一丸となって進むのに相応しいものであると確信し

ております。将来のロータリーが大変楽しみでありま

す。 

また、今まで地域社会を中心に活動してきたロータ

リークラブを今一度、見つめ直して頂き、これからの

ロータリー活動をどのようにしていけば良いかを皆さ

んで考えて頂くきっかけにして頂きたいと思います。

なぜならば、日本の社会を取り巻く環境が変わり、新

しい活動目標、手法、考え方を取り入れロータリーク

ラブを変化させていかなければならない時代になりつ

つあります。従って、今後のロータリーの姿をイメー

ジすると共に、DEI に沿った開かれたロータリークラ

ブを目指して頂きたいと願っています。 

また、普段なかなか会うことのできない仲間ととも

に、大いに語り合って頂き、将来の奉仕活動に繋げて

頂きたいと思います。 

これからのロータリーは皆さんの手中にあります。

是非、お力をお借りして「楽しい、明るい、地域社会

に役立つ」クラブを目指して参りましょう。 

最後になりましたが、今年度の IM の運営にご尽力

頂きました岩倉ロータリークラブの皆様に感謝申し上

げ、私のお祝いの言葉とさせて頂きます。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆ 次期東尾張分区ガバナー補佐紹介 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

次期東尾張分区ガバナー補佐紹介 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

次期東尾張分区ガバナー補佐挨拶 

津坂 守英 次期東尾張分区ガバナー補佐 

次年度ガバナー補佐を務めます名古屋城北ロータリ

ークラブの津坂守英です。 

会長からのこの後ご案内する通り、ヒルトン名古屋に

て来年 2 月 25 日 日曜日 5F 金扇の間、銀扇の間で開

催を予定しております。当クラブ全員で皆様をお迎え

したいと思っておりますので、どうかよろしくお願い

申し上げます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

次期ホストクラブ紹介 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

次期ホストクラブ会長挨拶 

名古屋城北ロータリークラブ 長谷川 幸正 会長 

2760 地区、東尾張分区、2023-24 年度 インターシテ

ィ・ミーティングのホストクラブは名古屋城北ロータ

リークラブが務めさせて頂きます。分区の 12 クラブが

一堂に会してのこの催しは身近な地域内におけるロー

タリアンの交流の場として、かけがえのないものに感

じます。 

1911 年アーサー・フレデリック・シェルドンによる

年次大会での演説がきっかけとなった、ロータリーの

公式標語「もっともよく奉仕するもの、もっともよく

報われる(He Profits Most Who Serves Best)」は、私

がロータリークラブに入会して感銘を受けた標語の一

つです。ロータリーの 100 年の歴史は、まさにこの標

語とともに歩んだ歴史であるといって、過言ではない

でしょう。 

その奉仕活動をどのように実践するのか、インターシ

ティ・ミーティングに参加するたびに、他クラブから

学習させて頂いています。 

IM 実行委員長、竹内淑江君を中心に、すでに準備を

進めております。名古屋城北ロータリークラブの“お

もてなしの奉仕”を楽しみに、多くの皆様に参加して

いただければ幸いです。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

開会のことば 

深見 早惠 IM 実行委員長 

 皆様のご協力とお力添えをいただき、お陰様をもち

まして、式典及び次期東尾張分区ガバナー補佐のご紹

介を無事に終えることができました。 

 次年度、名古屋城北ロータリークラブ様におかれま

しては、既にご準備を始められているとのこと、必ず

や素晴らしい IM を開催されますことを確信しており

ます。 

 それでは、これにて 2022-23 年度国際ロータリー第

2760 地区東尾張分区インターシティ・ミーティング、

前半の部を終了いたします。 

 引き続き講演会、フォーラム、そして懇親会をお楽

しみいただければと存じます。 

 本日は、ありがとうございました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

点  鐘  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

11：00～12：00 

◆ 講 演 会 

演題『若い世代から見た これからの生き方 』 

講 師：青羽 悠 様 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

12：30～14：00 

◆フォーラム・懇親会 

フォーラムテーマ 

『今一度ロータリーを見つめなおしてみませんか 』 
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